
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

１月 719 580 1,130 1,419 1,000前後

２月 1,514 5,639 1,630 1,600前後 1,000前後

３月 913 3,467 935 2,529 1,000前後

４月 1,234 5,404 2,897 4,225 2,798

５月 708 845 422 800前後 1,000前後

６月 1,659 3,745 614 1,000前後 1,078

７月 1,511 3,595 511 1,000前後 2,566

８月 2,485 1,102 1,030 1,000前後 2,311

９月 2,424 4,604 1,400前後 1,467 4,923

１０月 7,864 4,758 1,300前後 3,161 3,033

１１月 800前後 131 300前後 1,000未満 （集計中）

１２月 150前後 0 100未満 1,000未満 （集計中）

合計 約25,700 32,396 12,520 20,609 　※19,083

※２０２６年は暫定集計の数字  

 西宮市では、水道料金と下水道使用料の値上げが検討され、１２月議会に

はその案が提案されます。下水道使用料は令和９年度から、水道料金は令和

１１年度から値上げする予定です。 

 値上げ幅は、下水道使用料は平均２１％の値上げ、水道料金は平均２３％

の値上げと推計しています。 

 しかも、料金の値上げは、今後、何度も繰り返されます。下水道使用料が

値上げされたあと、続いて、水道料金の値上げが予定されています。どちら

料金値上げがこれからも繰り返される 

も、３年から５年ごとに料金を見直すとしています。そうなると、下水の値上げの次は上水、

上水の値上げの次は下水と、くりかえし料金の値上げが押し寄せてきます。 

 物価高騰が続くなかで、家計は火の車です。そこに、毎日使う水道の料金が繰り返し値上げ

されるということになれば、家計への栄光は打撃的です。 

 料金体系の抜本的な見直しと、何らかの家計応援対策が必要です。 

 

庄本けんじ 
日本共産党市会議員 

活動ニュース 

２０２６年 ９月２７日 

議員控え室 0798-35-3368 携帯 090-6665-9401 

家計応援対策ないままの公共料金の値上げ 

下水は令和９年度から 
水道料金、下水道使用料の値上げ 

水道は令和１１年度から 

 物価高騰の勢いが止まりません。家計が

押しつぶされそうです。２０２２年のウク

ライナ戦争が起きたころからはじまった物

価高騰は、いまも続いています。食料品の

値上げは、２０２２年の一年間で 25,700

品目にもおよびました。 

２０２３年は、32,396品目、２０２４年

は 12,520品目、２０２５年は 20,609品

目、今年も２万品目超えは確実です。 

このようなときに、上下水道料金の値上

げは、とんでもないことだといわざるを得

ません。市による減免や免除など、の対応

が必要です。 
＜食料品値上げ品目数＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使う水道の量が少ないほど値上げ率が高い 

 水は命の源です。きれいな水がな

ければ、生きることはできません。

その水をすべての人に保障する責任

は、まさに公共にあります。上下水

道事業の管路や設備、施設を整備、

維持する費用は、公費で賄うべきで

す。思い思いの声を出し合い、市に

届けましょう。 

基本料金１．３倍、最小使用１．５倍 

 来年４月に引き上げられる下水道使用料の値上げ率は、平均２１％との見通しです。その高

さもさることながら、くわえて問題は、水をあまり使わない世帯の値上げ率が３２．３％、こ

れにたいして、水を大量に使う工場などの値上げ率は１４．０％という料金設定です。値上げ

の率が、水道をあまり使わない世帯が一番高く、利益をあげるために水を使う工場などは一番

安い。とんでもないこと、といわざるを得ません。 

説 明 会 
●１０月１０日（土） 

１０：００ 山口公民館 

１３：３０ 塩瀬公民館 

●１０月１８日（日） 

  １０：００ 鳴尾支所３Ｆ 

  １３：３０ 大学競争プラザ 

●１０月２２日（木） 

  １０：００ 市役所第二庁舎８Ｆ 


